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義髙 亙

自分が 歳を過ぎるまで開発したアプリやアニメ50
は子供たちの学習を支援するものでした。

ワープロ ドローアプリを開発して教育で学習しAI
たりグラフコンクールの制作をしたり、あるいは学

習のためにシュミレーションや学習アプリ、作業支

援アプリを制作したりでした。

支援の必要な子供たちを実態把握していくと他の

可能性があることがわかりました。

それはアプリやアニメを子供たちと一緒に制作する

R学習の可能性でした。これは特支学級で担当した

君の実態把握です。障害が軽くない生徒と見られて

いました。しかし実態把握をチャート化したり、数

値を比較したりするうちに、彼の空間認識と再現力

の高さを見つけることが出来ました。

いろいろな試行錯誤をしてみたところ、見た物を自

分の感覚で描く描画能力に大変優れていたことがわ

かりました。

当初はその描画能力を生かすため学習パズルなど

を作成していました。彼は一度見た物を自分の感覚

。を加えてしっかり短時間で描き表す事が出来ました

一度見た物を精確に描くことが出来る自閉症のサバ

トという状態に似ていると感じました。的確な指示

があれば、一日に絵を 枚近く描けました。30
私は学習アニメを制作して評価もいただいていま

したので、彼と一緒にアニメを制作する学習活動を

してみようと考えました。

昔のアニメなら絵だけ描けば出来るかもしれませ

ん。ですが今は手書きであってもパソコン等で仕上

げます。勘だけでなく詳細な分析とプランが必要で

す。

君の描画能力を描画速度、被描画可能物、色彩R
感覚等多岐にわたり実態把握を行い、適した制作方

法と描画対象物を検討して制作活動を始めました。

彼の最も優れた長所を生かした活動は意欲につなが

り、積極的な原画制作が出来ました。アニメ制作は

非常に時間がかかります。
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日々生徒と制作に向かってもがき続ける生活が続き

、 。ましたが 幾つかアニメなどの制作物が出来ました
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